平成2６年度　宮城県被災者支援従事者研修　開催要綱
分野別研修

【趣旨】




各分野における基本的な用語、制度等を理解し、課題解決にむけた知識を学ぶ。
つなぎ先としての専門機関や専門職の存在を把握し、適切なケースで活用できることを目的とする。
また、支援関係者と地域での活動を行っている住民との情報交換会を行う。














	1.主    催
	宮城県　宮城県サポートセンター支援事務所

	2.運    営
	特定非営利活動法人　全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

	3.開催日程石巻会場

	

	
開催日時①1 ②

	平成26年7月 29日(火)　09:30～17:00
	申込締切①
7月22日(火)
申込締切②
8月11日(月)

	開催日時②
	平成26年8月 19日(火)　09:30～17:00
	

	開催場所
	石巻市支えあい総括センター　会議室
	

	住所
	〒986-0017　宮城県石巻市不動町2丁目18番
	

	TEL
	0225-23-3911
	

	
	
	



	岩沼会場

開催日時
	平成26年7月30日(水) 　09:30～17:00
	申込締切
7月22日(火)

	開催場所
	岩沼市総合福祉センター　2階　大会議室
	

	住所
	〒989-2427　岩沼市里の杜3丁目4-15
	

	TEL
	0223-24-3016
	

	
	
	

	気仙沼会場

開催日時
	平成26年8月20日(水)　 09:30～17:00
	申込締切
8月11日(月)

	開催場所
	気仙沼保健福祉事務所　大会議室
	

	住所
	〒988-0066　宮城県気仙沼市東新城3丁目3-3
	

	TEL
	0226-22-6661
	

	
	
	



	4.対    象
	サポートセンター職員、市町村職員、社会福祉協議会職員
生活支援相談員、生活相談員（LSA）、復興支援コーディネーター
仮設住宅（みなし仮設含む）支援に従事するNPO職員等
地域包括支援センター職員、民生委員、保健師、民間NPO職員　等

	
	




	5.定    員
	60人
	※定員以上の申込を頂いた場合、申し訳ございませんが、サポートセンター職員、生活支援相談員等、被災者支援業務で雇用された方を優先させて頂きます。ご了承ください。

	6.参加申込
	1)参加費
	無料

	
	2)申込方法
	別紙参加申込書にご記入の上、FAXまたはメールにてお申込みください。申込み確認後、事務局より「受講決定通知書」を送付いたします。


　【お問合せ】   特定非営利活動法人　全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）
（担当：伊藤、永坂、若井、佐藤）
住所：〒981-0932 宮城県仙台市青葉区木町16-30 シンエイ木町ビル1階
TEL：022-727-8730   FAX：022-727-8737   E-Mail：clc@clc-japan.com   
※メール送付の際は件名に「平成26年度宮城県被災者支援従事者研修　
分野別研修」とご記入をお願いします。






7.講師プロフィール（分野別研修）

★テーマ①
「認知症の人への理解と安心して暮らせる地域づくり」
岩渕　雅子　氏　　　　　　　　　　　　　　　
北海道釧路地区障がい老人を支える会　「たんぽぽの会」　会長
特定非営利活動法人　地域生活支援ネットワークサロン　監事
一般社団法人　釧路社会的企業創造協議会　理事

北海道釧路市にある「たんぽぽの会」は、認知症や寝たきりの高齢者の家族の会として、1985（昭和60）年6月に発足。目の前の現実と向き合う当事者の立場で、「あったらいいな」と思う事業や仕組みを次々に実現。徘徊する高齢者を地域ぐるみで早期発見し保護する、釧路市発祥の「SOSネットワーク」の取り組みは、いまや全国に広がっている。
①介護予防の食事会「元気サロン」
②高齢者や障害のある人などが集う「よりあい」
③家族のつどいと専門職を招いた相談会
④高齢者の見守りや話し相手になる「家庭訪問」
など多岐にわたる実践活動を行っている。

★テーマ②
「生活困窮者（世帯）のおかれている状況と自立支援プログラム」
櫛部　武俊　氏　　　　　　　　　　
一般社団法人　釧路社会的企業創造協議会　副代表
釧路市生活相談支援センター　センター長
北海道釧路総合振興局管内生活相談支援センター　センター長
元釧路市福祉部生活福祉事務所　生活支援主幹

厚生労働省による生活保護者自立支援プログラムのモデル事業を釧路市で実施することとなり、生活福祉事務所主幹としてこれに携わった。この釧路市の取り組みは全国的な注目を集め、櫛部氏はその中心的な役割を担った。
「生活保護の専門家」として朝日新聞や北海道新聞・NHKテレビ『視点・論点』
毎日新聞等の多数のメディアにコメント・寄稿を行い発信している。
厚生労働省の「生活保護受給者の社会的な居場所づくりと新しい公共に関する研究会」委員や「生活困窮者の生活支援の在り方に関する特別部会」委員といった役職に就任している。

	8.プログラム（分野別研修）

7月 29日(火)　石巻会場①　09:30～17:00



講義と演習
	時　間
	内　容

	09:30～09:50
	開会・あいさつ・オリエンテーション

	1限目
09:50～10:50
	
「情報交換会」　
　　～地域で活動している住民や団体との情報交換～

　□実践発表団体
　　★『地域のコミュニティ形成と生きがいづくり』
　　　コミュニティスペースうみねこ　　
　　★『子どもへの養育・支援から地域での支え合いについて』
　　　みやぎ子ども養育支援の会　　


	2限目
11:00～12:30
	
「認知症の人への理解と安心して暮らせる地域づくり」

◆内容
｜認知症高齢者と家族介護者への理解
｜地域で支え合う仕組みづくり
｜SOS徘徊ネットワークの取組み　等


	3限目
13:30～14:20
	

	4限目
14:30～16:50
	
「生活困窮者（世帯）のおかれている状況と自立支援プログラム」

　◆内容
　｜生活困窮者自立支援プログラムとは
　｜居場所づくりから地域づくりへ　等


	16:50～17:00
	まとめと振り返り



※1．演習等のプログラムにおいては、休憩を適時とらせていただきます。
※2．時間配分については、若干変更する場合がありますのでご了承ください。

　【お問合せ】   特定非営利活動法人　全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）
（担当：伊藤、永坂、若井、佐藤）
住所：〒981-0932 宮城県仙台市青葉区木町16-30 シンエイ木町ビル1階
TEL：022-727-8730   FAX：022-727-8737   E-Mail：clc@clc-japan.com   




	8.プログラム（分野別研修）

7月 30日(水)　岩沼会場　09:30～17:00



講義と演習
	時　間
	内　容

	09:30～09:50
	開会・あいさつ・オリエンテーション

	1限目
09:50～10:50
	
「情報交換会」　
　　～地域で活動している住民や団体との情報交換～

　□実践発表団体
　　★『あそぼう会　～子どもの遊び場づくりから地域との関わり～』
　　　東北関東大震災・共同支援ネットワーク　　
　　★『住民がつながり合い、住みよいまちづくり実現へ』
　　　片平連合町内会　　


	2限目
11:00～12:30
	
「認知症の人への理解と安心して暮らせる地域づくり」

◆内容
｜認知症高齢者と家族介護者への理解
｜地域で支え合う仕組みづくり
｜SOS徘徊ネットワークの取組み　等


	3限目
13:30～14:20
	

	4限目
14:30～16:50
	
「生活困窮者（世帯）のおかれている状況と自立支援プログラム」

　◆内容
　｜生活困窮者自立支援プログラムとは
　｜居場所づくりから地域づくりへ　等


	16:50～17:00
	まとめと振り返り



※1．演習等のプログラムにおいては、休憩を適時とらせていただきます。
※2．時間配分については、若干変更する場合がありますのでご了承ください。

　【お問合せ】   特定非営利活動法人　全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）
（担当：伊藤、永坂、若井、佐藤）
住所：〒981-0932 宮城県仙台市青葉区木町16-30 シンエイ木町ビル1階
TEL：022-727-8730   FAX：022-727-8737   E-Mail：clc@clc-japan.com   




	8.プログラム（分野別研修）

8月19日(火)　石巻会場②　09:30～17:00



講義と演習
	時　間
	内　容

	09:30～09:50
	開会・あいさつ・オリエンテーション

	1限目
09:50～10:50
	
「情報交換会」　
　　～地域で活動している住民や団体との情報交換～

　□実践発表団体
　　★『仮設住宅含む地域住民との関わり～サロン活動で通じたこと～』
　　　ボランティアグループなかぞね　　
　　★『被災地の子どもたちとの関わりで視えてくる課題』
　　　TEDIC　　


	2限目
11:00～12:30
	
「認知症の人への理解と安心して暮らせる地域づくり」

◆内容
｜認知症高齢者と家族介護者への理解
｜地域で支え合う仕組みづくり
｜SOS徘徊ネットワークの取組み　等


	3限目
13:30～14:20
	

	4限目
14:30～16:50
	
「生活困窮者（世帯）のおかれている状況と自立支援プログラム」

　◆内容
　｜生活困窮者自立支援プログラムとは
　｜居場所づくりから地域づくりへ　等


	16:50～17:00
	まとめと振り返り



※1．演習等のプログラムにおいては、休憩を適時とらせていただきます。
※2．時間配分については、若干変更する場合がありますのでご了承ください。

　【お問合せ】   特定非営利活動法人　全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）
（担当：伊藤、永坂、若井、佐藤）
住所：〒981-0932 宮城県仙台市青葉区木町16-30 シンエイ木町ビル1階
TEL：022-727-8730   FAX：022-727-8737   E-Mail：clc@clc-japan.com   




	[bookmark: _GoBack]8.プログラム（分野別研修）

8月 20日(水)　気仙沼会場　09:30～17:00



講義と演習
	時　間
	内　容

	09:30～09:50
	開会・あいさつ・オリエンテーション

	1限目
09:50～10:50
	
「情報交換会」　
　　～地域で活動している住民や団体との情報交換～

　□実践発表団体
　　★『２つのまちをつなぎ、住民を輝かせる居場所づくり』
　　　コンテナおおあみ　　
　　★『被災地の子どもたちとの関わりで視えてくる課題』
　　　TEDIC　　


	2限目
11:00～12:30
	
「認知症の人への理解と安心して暮らせる地域づくり」

◆内容
｜認知症高齢者と家族介護者への理解
｜地域で支え合う仕組みづくり
｜SOS徘徊ネットワークの取組み　等


	3限目
13:30～14:20
	

	4限目
14:30～16:50
	
「生活困窮者（世帯）のおかれている状況と自立支援プログラム」

　◆内容
　｜生活困窮者自立支援プログラムとは
　｜居場所づくりから地域づくりへ　等


	16:50～17:00
	まとめと振り返り



※1．演習等のプログラムにおいては、休憩を適時とらせていただきます。
※2．時間配分については、若干変更する場合がありますのでご了承ください。

　【お問合せ】   特定非営利活動法人　全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）
（担当：伊藤、永坂、若井、佐藤）
住所：〒981-0932 宮城県仙台市青葉区木町16-30 シンエイ木町ビル1階
TEL：022-727-8730   FAX：022-727-8737   E-Mail：clc@clc-japan.com   



